
九
州
看
護
福
祉
大
学 

公
開
授
業
「社
会
福
祉 

特
講
Ⅰ
」の
お
知
ら
せ 

３ 

主
催
＝
九
州
看
護
福
祉
大
学 

社
会
福
祉
学
科 

玉
名
市
富
尾
８
８
８ 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
０
０ 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分
か
ら
九
〇
分
間
、
４
１
３
教
室 

九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
お
も
に
社
会
福
祉
学
科
の
新
入
生
を
対
象
と
し
て
、
現
下
の
日
本
で
生
起
し
て
い
る

「
社
会
問
題
」
に
関
し
て
、
そ
の
「
当
事
者
」
の
方
を
外
部
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
「
特
別
講
義
１
」
を
開
い
て

き
ま
し
た
。 

地
域
市
民
も
聴
講
可
能
な
、
「
公
開
授
業
」
の
形
態
を
採
用
し
て
、
平
成
一
九
年
か
ら
開
始
し
、「
創
設
期
」
を

脱
し
て
、
い
よ
い
よ
四
年
目
に
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

前
半
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
、
薬
害
Ｃ
型
肝
炎
の
問
題
に
つ
い
て
、
「
生
命
の
危
険
と
人
権
の
侵
害
に
さ
ら
さ
れ
、

混
乱
を
き
た
し
、
放
置
さ
れ
た
」
当
事
者
か
ら
不
作
為
問
題
と
し
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
後
半
は
「
社
会
的
排

除
」
を
キ
ー
概
念
と
し
て
、
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
本
人
、
若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
を
支
援
す
る
人
等
か
ら
、
わ
が
国
の
現
行
の
制
度
の
な
か
で
、
ど

の
よ
う
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
支
援
・
施
策
が
必
要
か
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
す
。 

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
な
く
、
将
来
、
支
援
者
と
し
て 

「
当
事
者
」
に
な

る
学
生
、
と
も
に
地
域
で
暮
ら
す
市
民
と
し
て
、
当
事
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
が
か
り
に
内
外
に
潜
む
「
社
会
的

排
除
の
構
造
」
を
意
識
化
し
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
育
と
研
究
へ
と
受
け
止
め
直
し
、
市
民
と
と
も
に｢

支
援

の
可
能
性｣

に
関
わ
る
の
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
ま
す
。 

 

広
く
、
本
学
の
教
職
員
、
各
学
科
の
学
生
、
お
よ
び
地
域
市
民
の
多
く
の
方
々
の
聴
講
を
期
待
い
た
し
ま
す
。  

 

（
文
責
、
問
い
合
わ
せ
先
、
本
学 

後
藤
秀
昭
研
究
室 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
８
７
） 

７
月
１
５
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 

７
月 

８
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 

７
月 

１
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 

６
月
２
４
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

同 

６
月
１
７
日 

 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分 

日 

 

 

程 

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
へ
の
支
援 

不
登
校
の
子
ど
も
の
声
と 

支
援
に
つ
い
て 

精
神
科
疾
患
と
つ
き
あ
い
、
い
き
る 

若
年
性
認
知
症
の
家
族
を 

介
護
し
て
思
う
こ
と 

施
設
を
出
て
ま
ち
で
暮
ら
す 

〜
障
害
の
あ
る
人
が 

生
き
る
と
い
う
こ
と
〜 

 

講 

 

義 

 

題 

 

目 

嶋
本 
勝
博 

氏 

（
熊
本
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
の
会
） 

 
 
 
 

／
平
川
泰
士 

助 

教 

藤
岡 

耕
子 

氏 
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
く
ま
も
と
代
表
） 

／
茶
屋
道
拓
哉
専
任
講
師 

徳
山 

大
英 

氏 

（
熊
本
県
精
神
障
害
者
連
合
会
長
） 

／
茶
屋
道
拓
哉
専
任
講
師 

福
本 

親
康 

氏 

（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
熊
本
県
支
部
）

／
後
藤
秀
昭 

准
教
授 

山
下 

紘
史 

氏 

（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
熊
本
） 

／
平
川
泰
士 

助 

教 

講 

師 
 
  

／ 

学 

内 

対 

応 

者 



九
州
看
護
福
祉
大
学 

公
開
授
業
「社
会
福
祉 

特
講
Ⅰ
」の
お
知
ら
せ 

２ 

主
催
＝
九
州
看
護
福
祉
大
学 

社
会
福
祉
学
科 

玉
名
市
富
尾
八
八
八 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
０
０ 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分
か
ら
九
〇
分
間
、
四
一
三
番
大
教
室 

 

以
下
、
「
水
俣
病
胎
児
性
患
者
の
現
在
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
後
半
部
と
し
て
、
「
社
会
的
排
除
」
を
キ
ー

概
念
と
し
て
、
「
認
知
症
高
齢
の
家
族
」
「
身
体
や
精
神
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
」
「
不
登
校
の
子
ど
も
の
親
」

「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
（
あ
る
い
は
、
そ
の
支
援
者
）
」
（
以
上
、
予
定
）
か
ら
、
し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
生
き
る
こ

と
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
生
き
づ
ら
さ
を
語
っ
て
頂
き
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
本
掲
示
に
よ
っ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

＝
講
義
目
的
＝ 

「
失
語
症
の
児
（
こ
）
の
身
振
り
語
に
拍
手
起
き
緊
張
ほ
ぐ
る
る
公
開
授
業
」（
「
朝
日
歌
壇
」
長
谷
川
安
子
） 

 

九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
お
も
に
社
会
福
祉
学
科
の
新
入
生
を
対
象
と
し
て
、
現
下
の
日
本
で
生
起
し
て
い
る

「
社
会
問
題
」
に
関
し
て
、
そ
の
「
当
事
者
」
の
方
を
外
部
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
「
特
別
講
義
１
」
を
開
い
て

き
ま
し
た
。
「
生
命
の
危
険
と
人
権
の
侵
害
に
さ
ら
さ
れ
、
混
乱
を
き
た
し
、
放
置
さ
れ
た
者
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
の
渦
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
支
援
を
訴
え
、
広
く
社
会
的
承
認
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
過
程
か
ら
投
げ
か

け
る
声
を
聴
き
取
り
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
育
と
研
究
へ
と
受
け
止
め
直
し
、
市
民
と
と
も
に｢

支
援
の
可
能

性｣

に
関
わ
る
の
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
ま
す
。 

 

地
域
市
民
も
聴
講
可
能
な
、
「
公
開
授
業
」
の
形
態
を
採
用
し
て
、
平
成
一
九
年
か
ら
開
始
し
、「
創
設
期
」
を

脱
し
て
、
い
よ
い
よ
四
年
目
に
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

第
四
講
で
三
つ
の
「
社
会
問
題
」
に
共
通
す
る
特
徴
を
「
作
為
と
不
作
為
」
の
考
え
方
か
ら
示
し
、
次
い
で
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
で
社
会
復
帰
の
道
を
歩
む
中
氏
、
ま
た
薬
害
Ｃ
型
肝
炎
の
原
告
者
お
二
人
に
語
っ
て
頂
き
ま
す
。 

 

広
く
、
本
学
の
教
職
員
、
各
学
科
の
学
生
、
お
よ
び
地
域
市
民
の
多
く
の
方
々
の
聴
講
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

（
文
責
、
問
い
合
わ
せ
先
、
本
学 

山
本 

務
研
究
室 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
６
０
） 

第
七
講 

６
月
３
日 

 
 
 
 

 

同 

第
六
講 

５
月
２
７
日 

 
 
 
 

 

同 

第
五
講 

５
月
２
０
日 

 
 
 
 

 

同 

第
四
講 

５
月
１
３
日 

 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分 

日 
 
 
程 

薬
害
Ｃ
型
肝
炎
原
告
者
の
現
在 

薬
害
Ｃ
型
肝
炎
問
題
か
ら 

Ｂ
型
肝
炎
問
題
へ 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
生
き
る 

現
代
日
本
の
作
為
と
不
作
為 

 
講 
 
義 
 
題 
 
目 

出
田 

妙
子
氏 

／ 

山
本 

務 

教
授 

小
林 

邦
丘
氏 

／ 

山
本 

務 

教
授 

中 

修
一
氏 

／ 

山
本 

務 

教
授 

山
本 

務 

教
授 

 
 
講

師

名 
 
／ 
 
学

内

対

応

者 



九
州
看
護
福
祉
大
学 

公
開
授
業
「社
会
福
祉 

特
講
Ⅰ
」の
お
知
ら
せ 

１ 

主
催
＝
九
州
看
護
福
祉
大
学 

社
会
福
祉
学
科 

玉
名
市
富
尾
八
八
八 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
０
０ 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分
か
ら
九
〇
分
間
、
四
一
三
番
大
教
室 

 

以
下
、
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
生
き
る
―
療
養
所
の
内
と
外
―
」
「
水
俣
病
胎
児
性
患
者
の
現
在
」
「
薬
害
肝
炎
問

題
の
現
在
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
後
半
部
と
し
て
、
「
社
会
的
排
除
」
を
キ
ー
概
念
と
し
て
、
「
認
知
症
高

齢
の
家
族
」
「
身
体
や
精
神
に
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
」
「
不
登
校
の
子
ど
も
の
親
」
「
ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
（
あ
る

い
は
、
そ
の
支
援
者
）
」
（
以
上
、
予
定
）
か
ら
、
し
ょ
う
が
い
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中

で
の
生
き
づ
ら
さ
を
語
っ
て
頂
き
ま
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
本
掲
示
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

＝
講
義
目
的
＝ 

 

「
失
語
症
の
児
（
こ
）
の
身
振
り
語
に
拍
手
起
き
緊
張
ほ
ぐ
る
る
公
開
授
業
」（
「
朝
日
歌
壇
」
長
谷
川
安
子
） 

 

九
州
看
護
福
祉
大
学
で
は
お
も
に
社
会
福
祉
学
科
の
新
入
生
を
対
象
と
し
て
、
現
下
の
日
本
で
生
起
し
て
い
る

「
社
会
問
題
」
に
関
し
て
、
そ
の
「
当
事
者
」
の
方
を
外
部
講
師
と
し
て
招
聘
し
、
「
特
別
講
義
１
」
を
開
い
て

き
ま
し
た
。
「
生
命
の
危
険
と
人
権
の
侵
害
に
さ
ら
さ
れ
、
混
乱
を
き
た
し
、
放
置
さ
れ
た
者
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
の
渦
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
支
援
を
訴
え
、
広
く
社
会
的
承
認
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
過
程
か
ら
投
げ
か

け
る
声
を
聴
き
取
り
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
教
育
と
研
究
へ
と
受
け
止
め
直
し
、
市
民
と
と
も
に｢

支
援
の
可
能

性｣

に
関
わ
る
の
か
と
い
う
課
題
に
向
き
合
い
ま
す
。 

 

地
域
市
民
も
聴
講
可
能
な
、
「
公
開
授
業
」
の
形
態
を
採
用
し
て
、
平
成
一
九
年
か
ら
開
始
し
、「
創
設
期
」
を

脱
し
て
、
い
よ
い
よ
四
年
目
に
入
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

第
一
講
で
は
、
本
講
義
が
全
体
と
し
て
目
指
す
も
の
を
、
佐
藤
先
生
が
、
俯
瞰
的
に
語
り
ま
す
。
「
健
康
」
問

題
を
、
「
保
健
社
会
学
」
と
い
う
学
問
分
野
の
立
場
か
ら
、
展
望
し
ま
す
。 

 

第
二
、
第
三
講
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
「
憲
法
問
題
」
「
人
権
問
題
」
の
視
点
か
ら
貫
い
た
ハ
ン
セ
ン
病

回
復
者
志
村
氏
に
、
地
域
市
民
と
の
共
生
と
い
う
現
実
に
向
か
う
途
上
の
課
題
な
ど
を
語
っ
て
頂
き
ま
す
。 

 

広
く
、
本
学
の
教
職
員
、
各
学
科
の
学
生
、
お
よ
び
地
域
市
民
の
多
く
の
方
々
の
聴
講
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

（
文
責
、
問
い
合
わ
せ
先
、
本
学 

山
本 

務
研
究
室 

電
話
０
９
６
８
―
７
５
―
１
８
６
０
） 

第
三
講 

５
月
６
日 

            

同 

第
二
講 

４
月
２
２
日 

            

同 

第
一
講 

４
月
１
５
日 

 

木
曜
、
午
後
一
時
十
分 

日 
 
 
程 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
地
域
共
生 

 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
な
に
か 

 
社
会
福
祉
特
講
１
が
目
指
す
も
の 

 
講 
 
義 
 
題 
 
目 

志
村 

康
氏 

（
菊
池
恵
楓
園
自
治
会
副
会
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

／ 

山
本 

務 

教
授 

 
志
村 

康
氏 

（
菊
池
恵
楓
園
自
治
会
副
会
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

／ 

山
本 

務 

教
授 

 

佐
藤 

林
正 

教
授 

 
 
講

師

名 
 
／ 
 
学

内

対

応

者 


